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今月の表紙：初日に輝く守礼門
場所：沖縄県那覇市 https://www.mirokukai.ne.jp/

「第46回全国統一研修会 いわて盛岡大会」
開催報告
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ミロクシステムQ&A

『法定調書』

ミロク会計人会連合会 役員
ミロク情報サービス代表取締役社長　年頭挨拶 2



2023年、新しい年を迎えました。ミロク会計人会の役員の先生方に、
新年を迎えての抱負や会員の皆様へのメッセージなどをご寄稿いただきました。役員メッセージ

●今年の抱負
北海道会会長として：引き続き悲願である「実務
上の質疑応答事例のデータベース化」の実現に努め
る。
個人として：だんだんと子どもだましが通用しな
くなってきた娘（7）と息子（4）をより高度な子
どもだましで喜ばせる。

●会員に向けてのメッセージ
例えば、仕訳1本あたりの作業を3秒短縮できれ

ば1,000仕訳で50分の削減になります。使いやす
いシステムは事務所の利益に直結します。MJSシス
テム改善のための「愛を込めた、どぎつい提言」を
し続ける北海道会でありたいと考えております。

融合

北海道会会長

中村 泰道
2023年のキーワード

●今年の抱負 
税理士法の改正によりICT化の促進が明確となりま

した。税理士事務所もその関与先も、インボイス制
度・電子帳簿保存法等への対応にICT化は欠かせませ
ん。自身も関与先も遅れることのないよう、ICTに強
い若者の力を借りながら進んでいきたいと思います。

●会員に向けてのメッセージ
昨年10月に、第46回全国統一研修会 いわて盛岡大
会を開催することができました。コロナウイルスの
第7波が終息に向かう中、会場型の開催は3年ぶりで
したが、全国からたくさんの会員にご参加いただき
ました。ありがとうございます。また、開催に向け
て尽力いただいた関係者に感謝申し上げます。

WithコロナとICT

東北会会長

穀田 有一
2023年のキーワード

●新年を迎えて

コロナ禍が始まって3年が経ち
ますが、今も新しい変異株が次々
と出現しています。しかし今後
は、コロナウイルスとの共存を前
提とした対応の流れが定着して
いき、耐え忍ぶという姿勢から、
克服するという姿勢に変化してい

くことでしょう。その中で会計人
会はどのように活動していくのか、
あらためて考えていく必要があり
ます。

●今年の本会に期待すること

ミロク会計人会は基本的に
MJSのシステムを利用する会計
人で構成されています。今さまざ
まな分野でDX化が進むなか、会
計人も積極的に対応する必要があ
ります。このためにはさらなるシ
ステムの活用が不可欠で、MJSと
の連携をより強化する活動が必要
です。

●次期統一研修会に向けた 
意気込み

本年の全国統一研修会は11月

9日に大阪で開催いたします。大
阪のキーワードは何といっても
“笑い”です。“笑い”は人と人
との潤滑油です。“笑い”のある
ところには人が集まります。難
しい交渉も“笑い”で解決でき
ます。今回はぜひ大阪にお越し
いただき、“笑い”の文化を十分
にご堪能ください。ぜひ大阪へ
“ようおこしやす”そして“また
おこしやす”。

ミロク会計人会連合会 会長
兼近畿会会長

植田 卓

基本に立って2023年のキーワード
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役員メッセージミ ロ ク
会計人会

●今年の抱負
厳しい経営環境が予想される中、国の掲げるデ
ジタル化の先を見越して、その準備に傾注するこ
とを考えております。具体的には、デジタルとリ
アルが融合していく工程の想像と、新たな需要に
ついて創造してみたいと思っております。

●会員に向けてのメッセージ
会計人会の発展的な見直しも重要と考えており
ます。具体的には、現在の仲間意識溢れる会務運
営の組織に加えて、例えば、各種の専門家を交え
た研究や会議など、会員参加型の利用価値のある
催しを実現し、会員と会の活性化に繋げていく必
要があるのではないでしょうか。

●今年の抱負
新型コロナウイルスの感染がなかなか収まりませ
ん。しかし感染による重症化リスクは低下してい
る状況であります。まさにWithコロナの時代に入
ったと考えます。今まで個人の生活や企業活動には、
多くの制約がありました。徹底した感染対策をとり
つつ、従来の活動に戻せることを期待しています。

●会員に向けてのメッセージ
コロナ禍において、研修会への受講機会が変化して
おります。受講の選択肢が増加していますので、税
理士会の研修制度達成のため、ご利用ください。イ
ンボイス制度の周知が小規模事業者（特に免税事業
者）に不足しているように思います。啓発に一助を。

●今年の抱負
新型コロナウイルス感染拡大、ロシアによるウクライナ侵攻、エ

ネルギー・原材料・資材等の高騰、ドル高円安、さらには政治の
混迷が続き、中小企業・小規模事業者の経営は非常に厳しく国
民の生活にも悪影響を及ぼしています。このような時代だからこそ、
関与先には良きパートナーとして寄り添って、迅速に有用な情報を
提供し、地に足のついた支援を心掛けていきたいと思います。

●会員に向けてのメッセージ
前 か々ら計画していました各県別のミロクユーザーのつどいを
開催し、会員の皆様との活発な意見交換ができ、交流も深ま
り有意義であったと思います。会計人会といたしましては、会
員の皆様のお役に立てますように今後とも税制を中心に適時に
実のある研修やセミナーを開催し、関与先に対する支援材料を
提供できればと考えておりますので、皆様の忌憚のないご意見
をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

現実と創造

インボイス始動

アフターコロナ

中部会会長

山内 今朝男

関東信越会会長

今井 彰

北陸会会長

桶屋 泰三
2023年のキーワード

2023年のキーワード

2023年のキーワード

●今年の抱負 
次年度の統一研修会は東京会が当番になります。

今年は準備に余念のない年になりそうです。これ
までの各会の開催を参考にしながら、成功のため
皆で力を合わせて取り組んでいきたいと思います。

●会員に向けてのメッセージ
やはり36時間研修受講です。傘下の3会は依然
下位集団に位置しています。義務化されている制
度ですので全会員に達成していただきたいとの思
いです。会場型が難しい状況にありますが、ミロ
ク会計人会のオンライン研修は充実していると自
負しております。会員の自覚の問題です。

引き続きDX

東京会会長

小山内 光雄
2023年のキーワード
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●今年の抱負
今年は還暦の年男です。さらに税理士登録・開業

30周年の節目の年になります。
もう60年もう30年という気分でもあり、まだ60

年まだ30年とも感じています。
1年の終わりに、もう1年頑張ろうと思えるよう
に、時を過ごしたいと思います。

●会員に向けてのメッセージ
中国会は会員の加入率は全国最高ですが、行事へ
の参加数、参加意識はまだまだ他の単位会と比べ低
調かと感じています。興味を持ってもらえる情報発
信、行事開催など、会計人会への参加意識を高める
工夫に取り組んでいきたいと考えています。

●今年の抱負
今年も税理士業界にとって忙しい年になりそうで

す。インボイスの申請期限が3月末となっていますが、
確定申告期間とも重なり、2月中盤までには終了して
おきたいところ。電子帳簿保存法についても、関与
先への支援をしっかりと進めていかなければなりま
せん。
個人としては、ゆとりある1年にしたい。

●会員に向けてのメッセージ
会計人会に入っていて良かったと実感できるよう、

それぞれ会と支社で連携、協力していきたい。令和4
年度は10月時点で、前年を大きく上回る新規入会があ
りました。研修、交流会を通じて十分にフォローして
いけるよう全会員で取り組んでいきたいと思います。
会員皆様のご提案をどしどしお願い致します。

●今年の抱負
相続税に苦慮する日本の事業承継。事業の発展

が相続税で阻害される国、日本が、相続税のない
国と如何に競争して打ち勝っていくのか、さらに
はインボイス制度と電子帳簿保存法の追い打ちが
来る。

●会員に向けてのメッセージ
世界に類を見ない複雑な税制を理解し、克服し

ていかなければならない若い世代には、追随では
なく、追い越す意欲と知恵が必要。「アメリカは税
制が後押し、日本は税制が足枷」を自覚して。

●今年の抱負
「物来順応」福岡県出身で第32代内閣総理大臣、 
廣田弘毅の座右の銘であり、剣の極意でもある言
葉です。物来たればこれに応じて対処する。どん
なことがあっても動じず心穏やかに処していくの
が今年の抱負です。とはいえ、かなり難しそう。

●会員に向けてのメッセージ
目前に迫ったインボイス制度や改正電帳法への
対応。会計人にとって業務変化は避けて通れない
年になりそうです。であればこそ、MJSを良きパ
ートナーとして、動じずしなやかに変化に処して
いきましょう。ミロク会計人会は、今年も適宜な
情報提供に努めてまいります。

60&30

インフレ

自縄自縛

物来順応

中国会会長

清水 俊介

沖縄会会長

波平 正

四国会会長

木村 幸博

九州会会長

笹田 毅

2023年のキーワード

2023年のキーワード

2023年のキーワード

2023年のキーワード
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●新年を迎えて

謹んで新春のお慶びを申し上げ
ます。
昨年、いわて盛岡大会が、全国

統一研修会として3年ぶりに現地
で盛大に開催され、多くの先生方
にお会いすることができ、とても

●今年の抱負
同世代の中ではIT好きと言える私も最近は、アプ
リ導入のアカウント設定がとても面倒に感じるよ
うになりました。加齢に伴う認知機能の低下でし
ょうか。いえいえそんなことは言っていられませ
ん。DX化のためにまず今年は、その入り口として
所内のペーパーストックレスに取り組みます。

●会員に向けてのメッセージ
昨年は、ロシアのウクライナ侵攻、150円台の円

安など一年前には想像もできなかったことが起こ
りました。このような劇的な変化だけでなく、少
子高齢化やZ世代の台頭などにより常識やニーズの
変化は少しずつ確実に積み重なっています。我々
自身も変化しなければいけないのですが…まずは
変化すると決心しましょうか。

●今年の抱負
過去の卯年においては、時代の節目となる出来
事がよく起こっている。
日本が独立を回復したサンフランシスコ平和条
約の締結。ベトナム戦争が終結となるサイゴン陥
落。ブラックマンデーや東日本大震災も卯年であ
る。気を引き締めて1年を過ごしたい。

●会員に向けてのメッセージ
税理士を取り巻く社会環境がいかに変わろうと
も、納税者の信頼のもとに、社会の発展に貢献す
るという税理士の役割は不変である。会員の英知
の結集により、ミロク会計人会が税理士制度発展
の先頭に立つという気概を持ちたい。

胸が熱くなりました。運営に携わ
られた先生方、そしてご参加され
た皆様に心から感謝申し上げます。
さて、本年はいよいよインボイ

ス制度が施行されます。改正電子
帳簿保存法への対応を含め、顧問
先企業への注意喚起や新たな業務
フローの構築など、先生方は大変
重要な役割を担われております。
私たちもお客様の業務のデジタル
化、DX化対応を全社を挙げて支援
してまいります。

●MJSの目指すもの

経営環境が激変する中、会計事
務所は、個々の顧問先企業の経営
をより深く理解し、経営者と共に
経営課題に真摯に向き合い、共に

解決していくことが求められてい
ます。先生方にしかできないサー
ビスを顧問先企業に合わせて、親
身になって寄り添い提供していく
ことが大切です。
私たちは、会計事務所と顧問先
企業の経営革新を推進し、双方の
持続的な成長・発展を目指します。
そのために、会計事務所がさらな
る生産性向上を果たし、顧問先企
業に対して、より高度な経営支援
サービスを提供できるようなソリ
ューション開発に努め、会計事務
所と顧問先企業のより強固な信頼
関係の構築にまい進してまいりま
す。
本年もご指導・ご鞭撻を賜りま
すようお願い申し上げます。

株式会社ミロク情報サービス
代表取締役社長、最高経営責任者

是枝 周樹

より強固な信頼関係を

ペーパーストックレス ターニングポイント

連合会監事

大久保 昌逸
連合会監事

平野 豊

2023年のキーワード

2023年のキーワード 2023年のキーワード
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本
日
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
第
46
回
全
国
統
一
研
修
会
が
、
岩
手
県

盛
岡
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
独
立
し
た
公
正
な
立
場
か
ら
、
納
税
者
へ
の
支
援
を
通

じ
て
国
民
の
納
税
義
務
の
適
正
な
実
現
を
図
る
と
い
う
公
共
的
使
命
を
果
た
さ
れ
る
一
方
、

納
税
の
基
礎
と
な
る
記
帳
や
会
計
処
理
を
は
じ
め
、
商
取
引
の
面
に
お
い
て
も
指
導
的
な

役
割
を
果
た
さ
れ
、
中
小
企
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
敬
意
と

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
10
月
に
財
務
大
臣
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
金
融
）・
デ
フ
レ
脱
却
担
当
大
臣
を

拝
命
し
て
以
降
、
我
が
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
、
物
価
高
騰
な
ど
、
国
内
外
に
お
い
て
大
き
な
変
化
に
直
面
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
に
よ
る
国
民
生
活
や
企
業
活
動
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経

済
社
会
活
動
の
回
復
を
確
か
な
も
の
と
す
べ
く
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
を
は
じ
め
、

引
き
続
き
物
価
・
景
気
両
面
に
応
じ
た
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
万
全
を
期
す
一
方
、
国
の
礎
で
あ
る
財
政
の
健
全
性
を
守
る

こ
と
も
重
要
な
課
題
で
す
。
岸
田
内
閣
が
掲
げ
る
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
実
現
を
通
じ

た
経
済
再
生
な
ど
、
必
要
な
重
要
施
策
に
予
算
を
重
点
化
す
る
と
と
も
に
、
歳
出
・
歳
入

両
面
の
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
経
済
取
引
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
急
速
に
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
税
務
行
政
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
変
化

に
立
ち
後
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、I
C
T
を
活
用
し
つ
つ
、
申
告
・
納
付
手
続
の
利
便
性

の
向
上
や
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
か
ら
の
信
頼
に
応

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
、
税
務
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
納
税
者
の
方
々
の
最
も
身
近
で
信
頼
で
き
る
相
談
相
手
・

専
門
家
と
し
て
、
一
層
指
導
・
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
貴
連
合
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
ご
参
会
の
皆
様
方
の
御
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
祝
辞

財
務
大
臣
　
鈴
木 

俊
一  

様

代
読 

中
村 

泰
道 

連
合
会
副
会
長

「
第
46
回
全
国
統
一
研
修
会 

い
わ
て
盛
岡
大
会
」開
催
報
告

「
岩
手
か
ら
新
し
い
未
来
へ
」を
テ
ー
マ
に

3
年
ぶ
り
に
現
地
で
盛
大
に
開
催

7
7
0
名
超
が
盛
岡
に
集
結
‼

2
0
2
2
年
10
月
13
日（
木
）

10
月
13
日（
木
）、ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡（
岩
手
県
盛
岡
市
）で
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
主
催
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
全
国
統
一
研
修
会 
い
わ
て
盛
岡
大
会
」（
開
催
担
当
会
：
東
北
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
）が
、

7
7
0
名
以
上
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
、
佐
藤 
光
生
大
会
実
行
委
員
長

の
挨
拶
に
よ
り
開
会
。

植
田 

卓
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会

会
長
に
よ
る
大
会
開
催
の
ご
挨
拶
の

後
、
鈴
木 

俊
一
財
務
大
臣
か
ら
の
祝

辞
を
中
村 

泰
道
連
合
会
副
会
長
が
、

角
野 

然な
り
お生

中
小
企
業
庁
長
官
か
ら

の
ご
祝
辞
を
波
平 

正
連
合
会
副
会
長

が
代
読
披
露
。
さ
ら
に
来
賓
の
中
村 

一
郎
盛
岡
市
副
市
長
が
谷
藤 

裕
明
盛

岡
市
長
の
ご
祝
辞
を
代
読
さ
れ
た
後
、

髙
澤 

圭
一
東
北
税
理
士
会
会
長
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

単
位
会
表
彰
で
は
、
昨
年
の
「
第

45
回
全
国
統
一
研
修
会 
熊
本
大
会
」

を
担
当
さ
れ
た
九
州
ミ
ロ
ク
会
計
人

会
を
代
表
し
、
笹
田 

毅
会
長
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
功
労
者
表
彰

で
は
、
こ
の
た
び
任
期
を
終
え
ら
れ

た
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
の
金
子 

式
典
は
、
午
後
1
時
45
分
か
ら
赤

石 

雅
英
大
会
実
行
副
委
員
長
と
ア
シ

ス
タ
ン
ト
の
高
橋 

美
佳
氏
の
司
会
の

式典全景

（右から）司会の赤石 雅英大会実行副
委員長とアシスタントの高橋 美佳氏

開会の挨拶をされる佐藤 
光生大会実行委員長

6月刊税理士事務所CHANNEL



第46回 全国統一研修会

こ
の
た
び
は
「
第
46
回
全
国
統
一
研
修
会 

い
わ
て
盛
岡
大
会
」
の
開
催
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
足
下
の
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
、
円
安
な
ど
、
我
が
国
の
経
済
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
庁
と
し
て
も
、
中
小
企
業
に
お
け
る
賃
上
げ
に
向
け
、
毎
年

9
月
と
3
月
の
価
格
交
渉
促
進
月
間
の
徹
底
と
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
結
果
に
基

づ
き
、
転
嫁
状
況
が
芳
し
く
な
い
親
事
業
者
へ
の
指
導
・
助
言
を
実
施
す
る
な
ど
、
価

格
転
嫁
対
策
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
資
金
繰
り
支
援
に
つ
い
て
は
、
債
務

の
借
換
円
滑
化
の
た
め
の
保
証
制
度
創
設
、
観
光
・
飲
食
業
等
を
念
頭
に
置
い
た
日
本

公
庫
に
よ
る
低
利
融
資
の
継
続
・
拡
充
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ネ
ク
ス
ト
」
を
先
月
8
日
に
公
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
活
性
化
協

議
会
や
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
事
業
の
機
能
強
化
に
加
え
、
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
、
政
府
に
よ
る
補
助
金
や
税
制
措
置
な
ど
、
承
継
前

か
ら
承
継
後
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
事

業
再
構
築
補
助
金
や
も
の
づ
く
り
補
助
金
等
に
よ
る
支
援
も
引
き
続
き
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

不
確
実
性
の
高
い
時
代
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
経
営
者
の
皆
様
の
「
自
己
変
革

力
」
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
第
三
者
に
よ
る
「
伴
走
支
援
」
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
3
月
に
は
伴
走
支
援
の
在
り
方
を
「
経
営
力
再
構
築
伴

走
支
援
モ
デ
ル
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
推

進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
支
援
機
関
間
の
連
携
や
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
等
の
議
論
を
重

ね
、
伴
走
支
援
の
全
国
へ
の
普
及
・
展
開
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
に
一
番
身
近
な
士
業
の
方
は
税
理
士
・
公
認
会
計
士
の
皆
様
で
す
。
経
営

を
支
援
す
る
方
々
が
、
経
営
者
と
の
「
対
話
と
傾
聴
」
を
通
じ
て
、
本
質
的
な
課
題
へ

の
気
付
き
を
与
え
、
課
題
解
決
に
向
け
た
能
動
的
な
行
動
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
「
挑
戦
」
を
後
押
し
し
て
い
く
、
こ
の
よ
う
な
支
援
を
皆
様
と
一
緒
に
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
税
務
・
会
計
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
立
場
か
ら
、

ぜ
ひ
そ
の
後
押
し
を
引
き
続
き
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

ご
祝
辞中

小
企
業
庁
長
官
　
角
野 

然
生  

様

代
読 

波
平 

正 

連
合
会
副
会
長

ワ
ー
ク
委
員
会
の
企
画
・
運
営
に
よ

る
「
D
X
？
電
子
化
？
っ
て
何
な
の 

今
知
る
べ
き
、
税
理
士
の
た
め
の

『
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
・
電
帳
法
へ
の
取

り
組
み
』」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
司

会
は
草
野 

恒
史
委
員
が
務
め
、
久
保 

且
佳
委
員
長
が
謝
辞
と
閉
会
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

第
2
分
科
会
は
、
前
岩
手
県
遠
野

市
長
の
本
田 

敏
秋
氏
に
、「『
震
災
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る
』〜
縁え
に
し

が

結
ぶ
復
興
へ
の
絆
〜
」
と
題
し
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
は
日ひ
な
た向 

雅
之
大
会
実
行
委
員
が
務
め
、
赤
石 

雅
英
大
会
実
行
副
委
員
長
が
開
会
の

言
葉
を
、
佐
藤 

英え
い
こ
う耕
大
会
実
行
委
員

が
謝
辞
と
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

第
3
分
科
会
は
、（
株
）
オ
ガ
ー

ル
代
表
取
締
役
の
岡
崎 

正
信
氏
を
講

師
に
招
き
、「
町
の
未
来
を
こ
の
手

で
つ
く
る
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
を
小
原 

美
奈

子
大
会
実
行
委
員
が
務
め
、
佐
々
木 

恵
太
大
会
実
行
委
員
が
開
会
の
言
葉

を
、
謝
辞
と
閉
会
の
言
葉
を
小
田
島 

剛
大
会
実
行
委
員
が
述
べ
ま
し
た
。

秀
夫
前
会
長
、
関
東
信
越
会
ミ
ロ
ク

会
計
人
会
の
畔
あ
ぜ
が
み上 

洋
前
会
長
、
九
州

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
大
久
保 

昌し
ょ
う
い
つ逸

前
会
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
協
賛
会
社
で
あ
る
ミ
ロ

ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

是
枝 

周
樹
代
表
取

締
役
社
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
福
嶋 

朗
大

会
実
行
委
員
会
顧
問

の
閉
会
の
言
葉
で
式

典
は
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

引
き
続
き
行
わ

れ
た
基
調
講
演
は
、

中ち
ゅ
う
ば
ち

鉢 

俊
也
大
会
実
行

委
員
の
開
会
の
言
葉

で
ス
タ
ー
ト
。
脳
科

学
者
の
中
野 

信
子

氏
に
「『
ニ
ュ
ー
ロ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』

〜
消
費
者
の
深
層
心

理
を
探
る
〜
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
き
、

齋
藤 

仁
志
大
会
実

行
委
員
の
謝
辞
と
閉

会
の
言
葉
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

第
1
分
科
会
で
は
、

連
合
会
情
報
ネ
ッ
ト

壇上の連合会役員 ご来賓席と協賛会社席

単位会の表彰を受ける笹
田 毅九州会会長

功労者表彰を受ける金子 
秀夫前連合会会長

功労者表彰を受ける畔上 
洋関東信越会前会長

功労者表彰を受ける大久
保 昌逸九州会前会長

閉会の言葉を述べる福嶋 
朗大会実行委員会顧問
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「
第
46
回
全
国

統
一
研
修
会 

い

わ
て
盛
岡
大
会
」

が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
、

独
立
し
た
公
平
な
立
場
か
ら
事
業
経
営
の
基
礎
と

な
る
会
計
処
理
の
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
中
小
企

業
の
発
展
と
地
域
経
済
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
本
日
の
テ
ー
マ
「
岩
手
か
ら
新
し
い
未

来
へ
」
に
も
表
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
我
が
国

に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
克

服
し
、
新
た
な
時
代
を
開
拓
す
る
た
め
の
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
感
染
症
対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
な
が

ら
地
域
経
済
の
回
復
に
向
け
て
、
も
り
お
か
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
「
ス
マ
ー
ト 

S
A
N
S
A
」
事

業
や
、
も
り
お
か
企
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ポ
ー
ト
給

付
金
事
業
を
通
じ
て
事
業
者
支
援
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
支
援
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活
力
を

創
出
す
る
と
と
も
に
失
わ
れ
た
ま
ち
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
ミ
ロ
ク
会
計
人

会
連
合
会
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
と
ご
参
会
の
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

「
第
46
回
全
国

統
一
研
修
会 

い

わ
て
盛
岡
大
会
」

の
開
催
に
尽
力
さ

れ
た
先
生
方
、
お

集
ま
り
い
た
だ
い

た
全
国
の
先
生
方
、
そ
し
て
ご
来
賓
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
今
年
7
月
21
日
の
ミ
ロ

ク
会
計
人
会
の
総
会
で
、
金
子 

秀
夫
前
会
長
に
代

わ
り
、
会
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
方

に
大
々
的
に
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
初
め

て
で
す
の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
今
後
の
ミ
ロ

ク
会
計
人
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
会
員
の
皆
様

方
と
意
志
を
共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
私

が
ユ
ー
ザ
ー
に
な
っ
た
頃
か
ら
各
地
に
あ
り
ま
し

た
。
当
時
は
入
会
手
続
き
が
不
要
で
「
ユ
ー
ザ
ー

＝
会
員
」
と
い
う
仕
組
み
で
し
た
し
、
会
費
も
無

料
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
会
員
と
し
て
の

意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、

10
数
年
前
に
入
会
手
続
き
や
会
費
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
昨
今
は
新
規
入
会
者
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
退
会
者
が
少
し
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
か
ら
は
ユ
ー
ザ
ー

会
と
し
て
M
J
S
と
の
関
係
を
さ
ら
に
密
な
も
の

と
し
、
ユ
ー
ザ
ー
視
点
に
立
っ
た
運
営
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ

と
も
先
生
方
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

「
第
46
回
全
国

統
一
研
修
会
　
い

わ
て
盛
岡
大
会
」

に
お
招
き
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
税
理
士
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
年
で
す
。
税
務
代
理
士
法
が
制
定
さ
れ
て
80
周

年
と
い
う
節
目
で
あ
る
と
と
も
に
、
第
6
次
税
理

士
法
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
、
税
理
士
法

の
改
正
は
10
年
周
期
で
す
が
、
今
回
は
8
年
と
い

う
短
い
期
間
で
の
改
正
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
業
務

に
お
け
る
I
C
T
化
が
急
速
に
進
展
し
た
影
響
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
条
文
の
中
に
I
C
T
の
重
要

性
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
税
連

で
も
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
を

掲
げ
、
デ
ジ
タ
ル
相
談
室
の
開
設
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
10
月
に
施
行
予
定
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
そ
し
て
2
年
間
の
猶
予
期
間

中
で
あ
り
ま
す
が
、
改
正
電
帳
法
へ
の
対
応
な
ど
、

私
た
ち
や
中
小
企
業
は
今
、
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
関
係
官
庁
に
必
要
な
対
応
な
ど
を
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と

も
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
不
況
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
る
資
材

不
足
や
燃
料
高
、
イ
ン
フ
レ
な
ど
厳
し
い
経
営
環

境
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
の
支
援
こ
そ
が

税
理
士
会
の
使
命
と
肝
に
銘
じ
、
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
「
第
46

回
全
国
統
一
研
修

会 

い
わ
て
盛
岡

大
会
」
に
多
く
の

皆
様
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
一
気
に
押
し

寄
せ
、D
X
が
加
速
し
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
働

き
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ジ
ネ
ス
そ
の
も
の
が
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
、「
バ
ー
チ
ャ

ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
時
代
」
が
、
到
来
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
本
年
1
月
に
施
行
さ
れ
た
電
子
帳
簿

保
存
法
の
改
正
や
来
年
10
月
に
施
行
さ
れ
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
な
ど
へ
の
対
応
で
す
。
当
社
で
は
最

適
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
提
供
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

業
務
の
効
率
化
と
と
も
に
、
会
計
事
務
所
は

「
経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
と
先
生
方
の

専
門
性
の
高
い
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
す
る
こ

と
に
よ
り
、
各
顧
問
先
の
経
営
課
題
や
経
営
状
況

に
合
わ
せ
た
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
可
能
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
最
適
な
経
営
シ
ス
テ

ム
・
経
営
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
会
計
事
務

所
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
や
新
た
な
る
顧
問
先

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
支
援
し
、
ひ
い
て
は
顧
問
先

企
業
が
発
展
、
繁
栄
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
、
ご

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ご
祝
辞

ご
挨
拶

ご
祝
辞

協
賛
会
社
挨
拶

盛
岡
市
長
　
谷
藤 

裕
明  

様

代
読 

中
村 

一
郎
盛
岡
市
副
市
長

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
会
長

　
植
田 

卓  

ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長

是
枝 

周
樹  

東
北
税
理
士
会
会
長

髙
澤 

圭
一  

様
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懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
午
後
6
時
30

分
に
、「
ミ
ス
さ
ん
さ
踊
り
・
さ
ん

さ
太
鼓
連
」
に
よ
る
「
盛
岡
さ
ん
さ

踊
り
」
で
幕
開
け
し
ま
し
た
。
藩
政

時
代
よ
り
踊
り
受
け
継
が
れ
て
き
た

「
さ
ん
さ
踊
り
」
の
起
源
は
、
三
ツ

石
伝
説
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
そ
の

昔
、
南
部
盛
岡
城
下
に
現
れ
た
羅ら
せ
つ刹

と
い
う
鬼
を
三
ツ
石
神
社
の
神
様
が

退
治
し
、
喜
ん
だ
里
人
た
ち
が
、
三

ツ
石
の
ま
わ
り
を
「
さ
ん
さ
さ
ん
さ
」

と
踊
っ
た
の
が
こ
の
踊
り
の
起
源
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
」
で
盛
り
上
が

っ
た
後
は
、
赤
石 

雅
英
大
会
実
行
副

委
員
長
の
司
会
の
も
と
、
穀
田 

有
一

東
北
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
会
長
が
開
会

の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
ご
来
賓
の
日
本
公
認
会
計
士
協
会

東
北
会
の
堤 

研
一
会
長
が
乾
杯
の
ご

発
声
を
さ
れ
ま
し
た
。

し
ば
し
の
懇
親
と
食
事
の
時
間
を

経
て
、
津
軽
三
味
線
奏
者
の
渋
谷 

和

生
氏
が
「
津
軽
の
四
季
」
を
演
奏
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
津
軽
三
味
線

全
国
大
会
で
3
連
覇
を
果
た
し
、
国

内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
渋
谷
氏
の

強
い
バ
チ
さ
ば
き
と
迫
力
あ
る
音
色

は
津
軽
の
魂
を
存
分
に
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
渋
谷
氏

は
今
後
、
こ
ぎ
ん
刺
し
や
津
軽
塗
と

い
っ
た
津
軽
の
伝
統
工
芸
と
津
軽
三

味
線
の
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
な
ど
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

の
是
枝 

伸
彦
代
表
取
締
役
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
く
次
期
大

会
へ
の
お
誘
い
で
は
、
近
畿
ミ
ロ
ク

会
計
人
会
の
皆
様
が
、
開
催
地
で
あ

る
大
阪
の
ア
ピ
ー
ル
と
と
も
に
、
第

47
回
大
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
山
崎 

仁
志

大
会
実
行
副
委
員
長
が
閉
会
の
挨
拶

を
し
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

日本公認会計士協会東北会の堤 研一
会長の乾杯のご発声で懇親パーティー
は開始

開会挨拶を述べる穀田 有一東北ミロ
ク会計人会会長

挨拶を述べるMJSの是枝 伸彦会長山崎 仁志大会実行副委員長による閉
会の挨拶

3年ぶりの懇親パーティーで会話が弾んでいました

華やかな「盛岡さんさ踊り」から懇親パーティーはスタート

近畿会の先生方が次期大会への参加を呼びかけ!

渋谷 和生氏（中央）らによる力強い
津軽三味線の演奏

東北会の先生方とMJSの面々によるお見送り

地酒も種類豊富に用意されていました

9 月刊税理士事務所CHANNEL



1998年東京大学工学部応用化学
科卒業。2008年東京大学大学院
医学系研究科脳神経医学専攻博
士課程修了。同年フランス国立研
究所にて博士研究員として勤務。
10年帰国、研究・執筆を中心に活
動。13年東日本国際大学客員教授、
横浜市立大学客員准教授に就任。
15年東日本国際大学教授に就任。
20年京都芸術大学客員教授に
就任。現在、脳や心理学をテーマ
に研究や執筆の活動を精力的に
行っている。科学の視点から人間
社会で起こりうる現象及び人物
を読み解く語り口に定評がある。

「ニューロマーケティング」
～消費者の深層心理を探る～

基調講演では脳科学者 /医学博士 /認知科学者として、テレビや
書籍など多数のメディアで活躍されている中野 信子氏をお迎えし、
ニューロマーケティングについてお話しいただきました。

中野 信子 氏

脳科学者/医学博士/認知科学者

なかの・のぶこ

基 調 講 演

※1　脳内の神経伝達物質の一つで、ドーパミン・ノルアドレナリンを制御し精神を安定させる働きをする
※2　神経伝達物質の一つで、快く感じる原因となる脳内報酬系の活性化において中心的な役割を果たしている

　
効
用
は
数
値
化
で
き
る
の
か

私
が
通
っ
て
い
た
中
学
校
に
は
、4
0
0
円

の
食
券
で
昼
食
を
食
べ
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
食
券
を
使
う
と
、
お
つ

り
は
出
な
い
の
で
す
が
、
そ
ば
や
う
ど
ん
に

は
ト
ッ
ピ
ン
グ
が
あ
り
、
値
段
が
高
い
天
ぷ

ら
と
安
い
き
つ
ね
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
2
つ

が
い
ず
れ
も
4
0
0
円
の
食
券
で
購
入
で
き

る
場
合
、
皆
さ
ん
は
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
。

経
済
合
理
性
だ
け
を
考
え
る
と
、
天
ぷ
ら

を
選
ん
だ
ほ
う
が
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
経
済
合
理
性
に
よ
ら
ず
、
自

分
が
そ
の
時
に
食
べ
た
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と

で
満
足
感
を
得
て
い
ま
し
た
。
は
た
し
て
、

ど
ち
ら
が
真
の
意
味
で
〝
得
〞
な
の
か
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
経
済
合
理
性
の
側
面
か
ら

考
察
す
る
も
の
と
し
て
「
効
用
関
数
」
と
い

う
理
論
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
得
ら
れ
る
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
を
数
値
に
置
き
換
え

て
表
す
も
の
で
、
従
来
は
自
分
が
持
っ
て
い

る
リ
ソ
ー
ス
（
資
源
）
の
中
で
最
も
経
済
合

理
性
の
高
い
選
択
を
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
、

社
会
設
計
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
21
世
紀
に
入
る
と
経
済
学
者
か

ら
「
人
間
の
欲
求
は
必
ず
し
も
数
値
に
で
き

な
い
」「
効
用
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
比
べ

ら
れ
な
い
」
と
い
う
考
え
が
提
示
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
経
済
合
理

性
だ
け
で
は
比
べ
ら
れ
な
い
は
ず
の
効
用
を
、

脳
の
活
動
を
観
察
す
る
こ
と
で
比
べ
、
数
値

化
す
る
と
い
う
の
が
「
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。
近
年

は
行
動
経
済
学
の
期
待
に
も
沿
う
こ
と
か
ら
、

多
く
の
分
野
で
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
脳
の
動
き
か
ら
分
か
る
こ
と

関
心
を
集
め
た
の
は
良
か
っ
た
も
の
の
、

実
際
の
商
取
引
の
場
な
ど
で
脳
の
働
き
を
詳

細
に
観
察
す
る
の
は
困
難
で
す
。
そ
れ
ゆ
え

に
一
時
は
膨
ら
ん
だ
期
待
が
縮
小
し
て
し
ま

っ
た
時
期
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
さ
ま

ざ
ま
な
行
動
実
験
の
成
果
な
ど
を
用
い
て
補

完
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
再
び
注
目

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
被
験
者
に
「
コ
カ
・
コ
ー
ラ
」

と
「
ペ
プ
シ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ベ
ル
な
し
で
飲

ん
で
も
ら
い
、
ど
ち
ら
が
好
き
か
を
答
え
て

も
ら
う
実
験
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
実
験
で
は

ペ
プ
シ
の
ほ
う
が
お
い
し
い
と
答
え
た
人
が

わ
ず
か
に
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
ラ
ベ
ル
を

付
け
る
と
コ
カ
・
コ
ー
ラ
と
答
え
る
人
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
味
の
好
み
が
ラ

ベ
ル
に
よ
っ
て
変
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

脳
科
学
的
な
見
地
か
ら
ラ
ベ
ル
に
よ
っ
て
味

の
好
み
が
変
化
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
、
脳
の
ど
こ
が
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト

（
活
性
化
）
さ
れ
た
か
M
R
I（
磁
気
共
鳴
画

像
診
断
装
置
）
で
調
べ
て
み
る
と
、
前
頭
葉

の
情
報
を
処
理
す
る
部
分
と
海
馬
部
分
が
活

発
に
活
動
し
、
本
来
の
味
を
感
じ
る
場
所
の

判
断
が
、
好
み
を
決
め
る
部
分
に
よ
っ
て
上

書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
実
験
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
は
、
主

観
的
な
好
み
が
脳
の
活
動
に
よ
っ
て
説
明
で

き
る
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
与
え
ら
れ
た
情

報
の
影
響
を
受
け
て
好
み
が
変
容
す
る
と
い

う
の
は
、
絶
対
値
と
し
て
表
せ
る
と
さ
れ
て

い
た
は
ず
の
効
用
関
数
が
、
為
替
の
よ
う
に

変
動
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
別
の
実
験
の
事
例
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
よ
く
分
か
ら
な
い
物
の
値
段
を
決

め
る
際
の
気
持
ち
を
数
値
化
す
る
「
独
裁
者

ゲ
ー
ム
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

実
験
で
は
2
人
の
被
験
者
に
お
金
（
リ
ソ
ー

ス
）
を
渡
し
、
一
方
が
配
分
権
を
持
ち
、
も

う
一
方
は
受
け
取
る
だ
け
と
し
ま
す
。
こ
の

場
合
、
最
も
合
理
的
な
の
は
、
一
方
が
全
て

自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
で
す
が
、
多
く
の

場
合
で
そ
れ
と
は
違
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

多
く
の
場
合
、
配
分
権
を
持
つ
方
が
全
額
の

2
〜
3
割
を
配
分
権
が
な
い
相
手
に
渡
し
た

の
で
す
。
一
見
す
る
と
非
合
理
な
選
択
で
す

が
、「
こ
れ
だ
け
渡
す
か
ら
（
自
分
の
こ
と

を
）
悪
く
思
わ
な
い
で
く
れ
」
と
い
う
気
持

ち
の
値
段
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
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た
、
こ
の
実
験
で
は
配
分
権
を
持
つ
人
の
学

歴
が
高
い
ほ
ど
、
配
分
す
る
割
合
が
低
く
な

る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
一
般
に
頭
が
良

い
と
言
わ
れ
る
人
が
、
よ
り
合
理
的
な
選
択

を
す
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
例
で
も
あ

り
ま
す
。

独
裁
者
ゲ
ー
ム
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、「
最
後
通
牒
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
も
の
も
あ

り
ま
す
。
基
本
的
な
ル
ー
ル
は
独
裁
者
ゲ
ー

ム
と
同
じ
で
す
が
、
今
度
は
受
け
取
る
側
に

拒
否
権
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
拒
否

権
を
行
使
す
る
と
、
金
銭
は
受
け
取
れ
ま
せ

ん
が
、
配
分
す
る
側
の
取
り
分
も
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
受
け

取
る
側
の
「
悔
し
い
気
持
ち
」
が
数
値
化
さ

れ
ま
す
。

当
初
は
高
圧
的
で
攻
撃
的
に
見
ら
れ
る
人

の
拒
否
率
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
想

定
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
験
の
結
果
、

意
外
に
も
協
調
性
が
高
い
人
の
拒
否
率
が
高

く
な
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
拒

否
率
が
高
か
っ
た
人
の
脳
の
動
き
を
見
て
み

る
と
、
中
脳
の
一
部
で
セ
ロ
ト
ニ
ン
※
1
を

再
利
用
す
る
機
能
が
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
機
能
の
低
さ
の

一
部
は
遺
伝
的
要
因
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
再
利
用
す
る

機
能
が
低
い
、
す
な
わ
ち
協
調
性
が
高
い
人

は
、
国
別
で
見
る
と
圧
倒
的
に
日
本
に
多
い

こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
多
く

の
日
本
人
は
協
調
性
が
高
く
、
合
理
的
な
振

る
舞
い
が
で
き
な
い
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
無
視
で
き
な
い
非
合
理
な
気
持
ち

し
か
し
、
合
理
的
で
な
い
こ
と
を
無
視
す

れ
ば
い
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け
に

も
い
き
ま
せ
ん
。
人
と
の
付
き
合
い
に
お
い

て
は
、
非
合
理
的
な
気
持
ち
も
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
ニ
ュ
ー
ロ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
経
済
合
理
性
か
ら
離
れ

て
振
る
舞
う
人
に
つ
い
て
、
よ
り
深
い
考
察

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
最
後
通
牒
ゲ
ー
ム
で
言
及
し
た

「
悔
し
い
気
持
ち
」
が
表
れ
る
最
も
極
端
な
ケ

ー
ス
の
一
つ
と
し
て
、
戦
争
時
に
「
自
分
が

死
ん
で
も
、
相
手
に
一
矢
報
い
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
な
さ
れ
る
、
あ
る
種
の
自
己
犠

牲
的
な
行
動
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
人
類
の
歴
史
を

3
0
0
0
年
単
位
で
区
切
っ
て
見
る
と
、
大

き
な
争
い
が
な
か
っ
た
の
は
1
割
ほ
ど
の
期

間
だ
け
だ
そ
う
で
す
。
争
わ
な
い
の
が
得
な

ら
ば
、
こ
れ
は
全
く
お
か
し
な
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
人
が
争
う
背
景
に
は
ど
こ
か
に

「
悔
し
い
気
持
ち
を
止
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う

部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
、
こ
の
悔
し
い
気
持
ち
が
社
会
で
一
定

以
上
蓄
積
さ
れ
る
と
、「
争
わ
な
い
の
が
得
」

と
思
っ
て
い
る
人
を
非
国
民
な
ど
と
し
て
非

難
す
る
同
調
圧
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
不
幸
な
状
況
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
脳
や
心
の
動
き
を
冷
静
に
捉

え
、
正
し
い
判
断
を
下
す
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
に
新
た
な
知
見
を
活
用

ニ
ュ
ー
ロ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
人
事
な
ど

の
分
野
に
も
応
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
申

し
上
げ
た
通
り
、
私
た
ち
は
正
確
な
価
値
を

合
理
的
な
基
準
だ
け
か
ら
測
定
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
人
間
の
価
値
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

成
績
な
ど
で
数
値
化
さ
れ
た
情
報
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
人
の
本
当
の
能
力
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
働
く
場
所
や
人
と
の
相
性
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
掘
り
起
こ
さ
れ
る
能
力

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
私
た
ち
の
脳

が
「
正
確
な
価
値
を
決
め
ら
れ
な
い
」
が
ゆ

え
に
、
学
歴
や
性
別
、
容
姿
と
い
っ
た
「
ラ

ベ
ル
」
に
頼
っ
て
判
断
し
て
い
る
だ
け
で
あ

っ
て
、
そ
れ
だ
け
に
私
た
ち
は
周
り
の
人
た

ち
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
を
非
常
に
気

に
す
る
わ
け
で
す
。

一
見
、
自
分
の
意
見
を
持
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
人
で
も
、
他
人
が
相
次
い
で
違
う

回
答
を
す
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
し
ま
う

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
同
調
傾
向

が
強
い
の
は
ド
ー
パ
ミ
ン
※
2
の
分
解
酵
素

の
活
性
が
高
く
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と

を
そ
れ
ほ
ど
気
持
ち
良
く
感
じ
な
い
タ
イ
プ

の
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
同
調
傾
向
の
強
い
人
の
割
合
は
最
後

通
牒
ゲ
ー
ム
と
同
様
、
日
本
で
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
傾
向
を
考
慮
す
る
と
、

同
調
傾
向
が
弱
い
人
が
多
く
住
む
欧
州
で
成

功
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
を
日
本
に
そ

の
ま
ま
持
ち
込
ん
で
も
、
流
行
の
起
こ
り
方

や
広
が
り
方
も
異
な
る
の
で
、
浸
透
し
に
く

い
と
い
う
予
測
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

関
す
る
知
見
を
統
合
し
た
理
論
は
今
の
と
こ

ろ
、
世
の
中
に
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
21
世
紀
は
従
来
の
経
済
合
理
性
か

ら
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
加
味
し
た

効
用
関
数
に
軸
足
が
移
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

20
世
紀
後
半
は
経
済
的
な
価
値
・
サ
ー
ビ

ス
に
主
眼
が
置
か
れ
た
時
代
で
し
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
社
会
が
大
き
く
成
長
・
発
展
し
た

の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
今
は
ニ
ュ
ー
ロ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
分

野
で
、
従
来
の
考
え
が
実
際
の
心
理
的
構
造

と
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
が
詳
し
く
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
人
は
何
か
を
さ
れ
る
よ

り
す
る
ほ
う
が
、
与
え
ら
れ
る
よ
り
与
え
る

ほ
う
が
快
感
を
得
て
い
る
と
い
う
の
も
、
そ

の
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。
今
後
は
こ
う
し

た
知
見
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る

余
地
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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会
計
事
務
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
務

ま
ず
は
北
陸
会
の
岡
﨑 

克
郎
委
員
が
、
税

務
会
計
に
お
け
る
D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
背
景
を
解
説
。

2
0
2
1
年
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
し
、
国

税
庁
も
「
税
務
行
政
の
将
来
像
2
・
0
」
を

標
榜
し
、
税
務
署
に
出
向
か
ず
と
も
課
税
手

続
き
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

へ
の
対
応
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
で
電
帳
法
や
イ
ン
ボ
イ
ス
へ
の
対
応
に
関

し
て
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
対
応
す
る
に
あ
た
っ
て
、

仕
入
れ
税
額
控
除
を
検
討
す
る
た
め
に
全
て

の
適
格
請
求
書
を
預
か
る
必
要
が
あ
る
こ
と

に
不
安
を
感
じ
る
」
と
い
っ
た
意
見
に
関
し

て
は
、「
基
本
的
に
自
計
化
を
進
め
て
い
る
の

で
、
顧
問
先
へ
の
理
解
を
促
し
、
で
き
る
だ

け
紙
の
請
求
書
や
領
収
書
の
や
り
と
り
を
減

ら
し
た
い
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
発
言
が
あ

っ
た
他
、「
顧
問
先
の
意
向
に
合
わ
せ
て
き
た

の
で
、
当
面
は
紙
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

と
思
う
」
と
い
っ
た
声
も
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
意
見
を
受
け
て
、M
J
S
が
「
か
ん
た
ん

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
イ
ル
B
O
X
」
を
活
用
す
れ

ば
、
会
計
事
務
所
と
顧
問
先
の
デ
ー
タ
を
安

全
・
安
心
か
つ
簡
単
に
受
け
渡
し
で
き
る
こ

と
を
示
し
ま
し
た
。

　
実
務
面
の
課
題
を
ど
う
解
決
す
る
か

次
い
で
話
題
は
よ
り
実
務
的
な
内
容
に
移

行
。「
電
帳
法
や
イ
ン
ボ
イ
ス
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
で
、
消
費
税
や
仕
訳
入
力
の
チ
ェ

ッ
ク
の
手
間
が
増
す
の
で
は
な
い
か
」
と
い

っ
た
問
題
提
起
に
対
し
、「
現
状
で
は
A
I

－

O
C
R
な
ど
を
活
用
し
て
対
応
し
て
い

る
」
と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、M
J
S
が
「A

CELIN
K

 N
X
-Pro

」
の

A
I

－

O
C
R
、A
I
仕
訳
と
い
っ
た
機
能

の
活
用
法
を
説
明
、
通
帳
や
手
書
き
の
領
収

書
を
読
み
取
り
、
デ
ー
タ
化
し
、
さ
ら
に
仕

訳
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
ま
で
の
流
れ
を
紹
介

し
ま
し
た
。
読
み
取
っ
た
デ
ー
タ
を
チ
ェ
ッ

ク
・
調
整
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
繰
り

返
し
使
用
し
て
い
く
こ
と
で
A
I
の
精
度
が

向
上
し
、
自
動
化
で
き
る
要
素
が
増
え
て
い

く
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
に

あ
た
っ
て
、
顧
問
先
の
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
の
登
録
番
号
を
取
得
済
み
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
が
話
題
に
。「
急
ぐ
必
要
は
あ
る
が
、

顧
問
先
へ
の
説
明
な
ど
が
難
し
い
」「
免
税
事

業
者
が
課
税
事
業
者
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
上
で
選
択
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
」
と
い
っ
た
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、M
J
S
に
対
し
て
は

「
免
税
事
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
時
の
経
過
措
置

の
仕
訳
に
つ
い
て
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
」

と
い
う
質
問
が
。
そ
れ
に
対
し
、M
J
S
か
ら

は
「『A

CELIN
K

 N
X
-Pro

』
で
は
免
税
事

業
者
と
課
税
事
業
者
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す

る
こ
と
で
、
自
動
処
理
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

大
半
は
課
税
事
業
者
と
の
取
引
に
な
る
と
思

う
の
で
、
免
税
事
業
者
だ
け
を
選
ん
で
選
択

す
る
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
」
と
回
答
。
委
員

か
ら
は
「
そ
れ
で
も
切
り
替
え
に
手
間
が
か

か
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
問
題
提
起
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
一
括
置
き

換
え
機
能
を
活
用
す
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

委
員
の
中
か
ら
は
「
証
憑
添
付
と
い
う
機
能

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
決
算
時
に
も
即
座
に

証
憑
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
に
お
い
て
も
有
効

で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
も
提
示

さ
れ
、M
J
S
が
「A

CELIN
K

 N
X
-Pro

」

だ
け
で
な
く
、「
か
ん
た
ん
ク
ラ
ウ
ド
会
計
」

で
も
同
様
の
機
能
を
活
用
で
き
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
は
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス

の
標
準
規
格
で
あ
る
「
P
e
p
p
o
l（
ペ

ポ
ル
）」
に
関
す
る
話
題
が
展
開
。M
J
S
か

ら
は
P
e
p
p
o
l
の
活
用
に
よ
っ
て
、
登

録
番
号
の
チ
ェ
ッ
ク
や
支
払
い
、
入
金
の
消

込
と
い
っ
た
作
業
が
自
動
化
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、「M

JS e-Invoice

」
が
今
後
、

P
e
p
p
o
l
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
な
ど

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

司会を務めた草
野 恒史委員

（左から）松本 透委員、吉井 宏
文委員

（左から）植田 良実委員、岡﨑 
克郎委員

DX？電子化？って何なの

今知るべき、税理士のための
「電子インボイス・
電帳法への取り組み」
第1分科会ではミロク会計人会連合会 /情報ネットワーク委員会の
先生方が、急速に進む税務会計業務のDXへの対応に関して、パネ
ルディスカッションで議論しました。その概要をお伝えします。

第 1 分 科 会
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　「
後
方
支
援
拠
点
構
想
」の
背
景

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
3
県
の
沿
岸
市
町
村
は
大
変
悲
惨
な

状
態
に
陥
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
沿
岸
地
域
に

お
い
て
交
通
の
要
衝
に
あ
た
る
遠
野
市
は
、

安
定
し
た
花
崗
岩
か
ら
な
り
活
断
層
も
な
い

と
い
う
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
震
災
以

前
か
ら
「
地
震
が
起
き
て
も
壊
滅
的
な
被
害

は
免
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
事
実
、

明
治
29
年
（
1
8
9
6
年
）
に
発
生
し
た
三

陸
地
震
の
際
に
は
、
現
在
の
遠
野
市
に
当
た

る
場
所
が
周
辺
支
援
の
起
点
と
な
っ
た
ほ
ど

で
す
。

全
国
的
に
も
珍
し
い
遠
野
市
の
災
害
対
策

「
後
方
支
援
拠
点
構
想
」
は
、
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
後
方
支
援
拠

点
構
想
は
、
遠
野
市
民
の
安
全
を
守
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、「
も
し
ま
た
、
明
治
三
陸
地
震
大

津
波
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
ら
遠
野
市

は
ど
う
い
っ
た
役
割
を
担
う
べ
き
か
」「
平

成
の
大
合
併
後
の
実
情
も
踏
ま
え
、
周
辺
と

の
連
携
と
交
流
の
中
で
助
け
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
遠
野
市
単
体
で
見
る
と
不

合
理
に
思
え
る
内
容
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

策
定
当
初
は
消
防
署
を
郊
外
に
移
転
し
た
り
、

津
波
の
心
配
が
な
い
場
所
で
他
県
を
巻
き
込

ん
だ
大
規
模
な
想
定
訓
練
を
実
施
し
た
り
と

い
っ
た
こ
と
に
対
し
、「
一
市
町
村
が
や
る

こ
と
で
は
な
い
」
な
ど
と
批
判
の
声
も
上
が

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
起
き
た
東

日
本
大
震
災
で
全
国
各
地
の
自
治
体
が
集
い
、

災
害
発
生
直
後
か
ら
官
民
一
体
と
な
っ
て
被

災
地
域
で
包
括
的
な
支
援
活
動
を
展
開
す
る

重
要
な
機
能
を
果
た
す
の
に
貢
献
し
た
こ
と

か
ら
、
非
常
に
肯
定
的
な
評
価
を
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
国
や
県
と
の
関
係
の
見
直
し
を

東
日
本
大
震
災
時
の
支
援
と
し
て
は
、
初

動
活
動
の
他
に
も
地
元
産
木
材
を
使
っ
て
効

率
的
に
仮
設
住
宅
を
建
設
す
る
と
い
っ
た

「
遠
野
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
も
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
地
で
起
き
た
地
震
、

火
山
噴
火
、
台
風
、
水
害
と
い
っ
た
災
害
対

策
に
も
「
近
隣
地
域
が
い
か
に
助
け
合
っ
て

復
興
を
早
め
て
い
け
る
か
」
と
の
観
点
か
ら

ア
イ
デ
ア
を
提
供
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

市
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
一
連
の
取
り
組

み
の
中
で
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
の
は
、
災

害
対
策
で
「
国

―
県

―
市
町
村
と
い
う

垂
直
関
係
を
見
直
し
、
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
遠
野
市
の
場
合
は

予
算
の
7
割
を
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
に
頼

ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
全
国
の
多
く
の

自
治
体
も
似
た
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う
。
十

分
な
交
付
税
措
置
が
な
け
れ
ば
、
住
民
の
安

全
も
福
祉
も
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
の
で
す
。
現
に
東
日
本
大
震
災
の
時
は

市
町
村
か
ら
の
支
援
要
請
が
間
に
合
わ
ず
、

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
誠
に
残
念

で
、
悔
や
ま
れ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
、
遠
野
市
を
は
じ
め
と
す
る

近
隣
の
民
間
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

は
、
国
や
県
の
援
助
や
指
示
を
待
た
ず
、
現

場
で
自
ら
の
意
志
と
判
断
に
基
づ
き
精
一
杯

の
支
援
に
励
み
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。
こ
の
実
績
は
、
想
定
外
の
大

災
害
時
に
市
町
村
レ
ベ
ル
で
何
が
で
き
る
か

と
い
う
、
今
後
の
指
針
を
定
め
る
た
め
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
悲
し
み
は
ま
だ
癒
え

ま
せ
ん
。
一
方
で
、
震
災
か
ら
得
た
教
訓
を

大
事
に
守
り
、
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
災
害
対
策
の
指
針
と
し
て
提
唱
し

た
い
の
は
、
市
町
村
が
果
た
す
役
割
の
明
確

化
で
す
。
国
や
県
か
ら
の
支
援
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
市
町
村
側
は
「
国
が
放
っ
て

お
く
は
ず
な
い
」「
県
が
何
と
か
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
〝
甘
え
〞
を
ま
ず
捨
て

る
べ
き
で
す
。
住
民
の
安
心
・
安
全
確
保
を

念
頭
に
、
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
で
ど
の
よ

う
な
体
制
を
つ
く
れ
る
か
、
各
々
の
強
み
や

特
性
を
活
か
す
形
で
新
し
い
地
域
共
同
体
の

あ
り
方
を
捉
え
直
し
、
そ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
し
て
動
か
す
仕
組
み
を
模
索
す
る
こ

と
が
、
災
害
に
強
い
国
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。

神奈川大学法学部卒。1970年岩手
県庁入庁。消防防災課長、工業振興
課長、企画調整課長、久慈地方振興
局長などを経て2002年の旧遠野市長
選で初当選。05年の合併に伴う新市
長選に無投票当選。市長として通算5
期19年6カ月務めた。「30年以内に
99％」の確率で発生すると言われてい
た宮城県沖地震による津波災害、遠
野市は地理的条件などを活かし、震災
前より災害時の後方支援拠点として全
国でも類を見ない大規模訓練「みちのく
アラート2008」が行われ、機能強化を
図ってきた。東日本大震災では市として
官民一体の指揮を執り沿岸被災地の
後方支援活動を行っている。

「震災とコミュニティを考える」
～縁

えにし

が結ぶ復興への絆～

第2分科会では岩手県遠野市長時代にさまざまな市政改革、そして
東日本大震災からの復興に取り組んできた本田 敏秋氏をお招きし、
「震災とコミュニティ」をテーマにお話しいただきました。

本田 敏秋 氏

前岩手県遠野市長

ほんだ・としあき

第 2 分 科 会

13 月刊税理士事務所CHANNEL



　
血
の
通
わ
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
疑
問

政
府
主
導
の
地
域
再
生
事
業
や
ま
ち
づ
く

り
の
多
く
は
、
血
が
通
っ
て
い
ま
せ
ん
。
情

熱
も
理
由
も
な
い
「
公
務
」
に
な
っ
て
い
る

か
ら
失
敗
す
る
の
で
す
。

地
域
振
興
整
備
公
団
（
現
：
都
市
再
生
機

構
）
に
在
籍
し
て
い
た
1
9
9
7
、
98
年
頃

は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
と
は
い
え
国
の
税
収
は
充

実
し
、
地
方
都
市
に
も
多
く
の
予
算
が
あ
り

ま
し
た
。
い
ま
思
え
ば
そ
れ
が
負
の
連
鎖
の

始
ま
り
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
あ
る
公
共
施
設
を
思
い

浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
誰
と
も
ふ
れ
あ

え
な
い
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」、
閑
散
と
し

た
「
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
ま
ち
の

発
展
の
起
爆
剤
に
な
る
と
の
触
れ
込
み
で
つ

く
っ
た
の
は
い
い
け
れ
ど
、
失
敗
し
て
し
ま

っ
て
い
る
例
は
い
く
つ
も
あ
る
は
ず
で
す
。

全
国
の
そ
う
い
っ
た
失
敗
事
業
を
目
の
当

た
り
に
し
て
疑
問
を
感
じ
て
い
た
私
が
、
実

家
の
建
設
業
を
継
ぐ
た
め
に
地
元
に
戻
っ
た

の
は
2
0
0
0
年
代
初
頭
の
こ
と
で
し
た
。

国
や
地
方
自
治
体
の
予
算
縮
小
で
建
設
業
は

不
況
に
な
り
、
方
々
に
頭
を
下
げ
て
も
仕
事

を
も
ら
え
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
私
は

も
う
一
度
、
大
学
院
で
学
び
直
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
在
学
中
に
訪
れ
た
米
国

で
官
民
連
携
に
よ
り
公
共
事
業
が
再
生
さ
れ

て
い
る
様
子
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
衝
撃
を

受
け
た
の
で
す
。

一
例
と
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
フ
ル
ト
ン

郡
に
あ
る
人
口
10
万
人
の
サ
ン
デ
ィ
・
ス
プ

リ
ン
グ
ス
と
い
う
ま
ち
が
「
独
立
」
し
た
話

が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
住
民
の
大
部

分
を
占
め
る
白
人
層
が
低
所
得
層
に
税
金

が
多
く
使
わ
れ
自
分
た
ち
に
還
元
さ
れ
て

い
な
い
の
を
不
満
と
し
て
、
州
や
郡
に
は

納
税
せ
ず
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
に
応

じ
て
購
入
す
る
と
い
う
行
為
に
出
た
の
で

す
。
州
や
郡
に
お
金
を
払
っ
て
委
託
し
た
の

は
、
警
察
と
消
防
サ
ー
ビ
ス
だ
け
。
他
は

全
て
「
C
H
2
M
ヒ
ル
」（
現：

C
H
2
M
）

と
い
う
ゼ
ネ
コ
ン
が
担
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
住
民
は
以
前
に
住
民
税
と
し
て
支
払
っ

て
い
た
半
分
の
額
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
普
遍
的
集
客
装
置
」を
中
心
に
据
え
る

米
国
で
得
た
知
見
の
も
う
一
つ
は
、
ま
ち

づ
く
り
を
ビ
ジ
ネ
ス
的
な
観
点
で
不
動
産
価

値
を
高
め
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
で
す
。
日
本
で
は
不
動
産
価
値
を
土
地
・

建
物
自
体
に
付
け
よ
う
と
す
る
の
で
、
い
わ

ゆ
る
「
箱
モ
ノ
」
が
乱
立
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
私
は
不
動
産
価
値
を
建
物
や
施
設
な

ど
と
人
の
行
動
が
一
体
化
す
る
エ
リ
ア
に
求

め
、「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（
景
観
）」
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
直
接
的
な
消
費
活
動
を
目
的
と
し
な

い
訪
問
者
を
増
や
す
こ
と
も
大
事
で
す
。
今

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
B
t
o
C
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。
商
業
施
設
を
建
て
た
り
商
店
街

を
整
え
た
り
す
る
だ
け
で
ま
ち
を
活
性
化
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
な
ら
、
大
き
な
間
違
い

で
す
。

外
国
の
ま
ち
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
多
く

に
中
心
施
設
と
し
て
教
会
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
自
然
と
人
が
集
ま
る
「
普
遍
的
集

客
装
置
」
を
生
み
出
せ
ば
、
ホ
テ
ル
や
飲
食

店
な
ど
周
辺
ビ
ジ
ネ
ス
が
持
続
可
能
に
な
り

ま
す
。
日
本
の
地
方
に
お
い
て
は
宗
教
施
設

で
な
く
と
も
、
図
書
館
や
体
育
館
な
ど
が
普

遍
的
集
客
装
置
に
な
り
得
ま
す
。

不
動
産
開
発
を
す
る
な
ら
ば
、「
な
ぜ
、
何

の
た
め
に
行
う
の
か
」
を
明
確
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
他
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

も
言
え
る
こ
と
で
す
。
周
囲
の
動
向
や
流
行

を
追
っ
て
儲
か
り
や
す
そ
う
な
商
売
に
安
易

に
手
を
出
す
の
で
は
な
く
、
目
的
を
し
っ
か

り
と
持
っ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て
い
る
企

業
は
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

反
対
に
自
ら
の
目
的
が
曖
昧
だ
と
、
何
を

や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
な

ぜ
な
ら
そ
こ
に
は
血
が
通
っ
て
い
な
い
か
ら

で
す
。
今
、
私
の
話
を
聞
い
て
い
た
だ
い
て

い
る
先
生
た
ち
の
中
に
は
企
業
な
ど
の
経
営

支
援
を
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
地
域
経
済
の
基
盤
と
な
っ
て

い
る
顧
問
先
の
皆
さ
ん
に
こ
う
し
た
こ
と
を

お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1972年岩手県紫波町出身。日本
大学理工学部土木工学科卒。東
洋大学大学院経済学研究科公民
連携専攻修了。地域振興整備公団
（現：都市再生機構）入団後、建設
省都市局都市政策課などで地域再
生業務に従事。現在はオガールプ
ロジェクトの中枢である（株）オガー
ル（オガールベース）、オガールプラザ
（株）、オガールセンター（株）代表
取締役として、紫波町の公民連携事
業を企画推進している。同プロジェク
トは、「2013年土地活用モデル大
賞」において、最高賞の国土交通大
臣賞を受賞するなど、注目を集めてお
り、全国各地の地域づくり指導・講
演活動に奔走している。2018建築
学会賞業績賞受賞。

「町の未来をこの手でつくる」
第 3分科会では岩手県紫

し わ

波町でオガールプロジェクトに取り組み
続ける岡崎 正信氏をお招きし、地域活性化をテーマにお話しいた
だきました。

岡崎 正信 氏

株式会社オガール 代表取締役

おかざき・まさのぶ

第 ３ 分 科 会

14月刊税理士事務所CHANNEL
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門
コ
ー
ス
を
再
現
さ
せ
て
お
り
、
1
番
・
10

番
の
ダ
ブ
ル
グ
リ
ー
ン
は
〝
セ
ン
ト
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
ス
〞、
11
番
の
谷
越
え
ホ
ー
ル
は
〝
ペ

ブ
ル
ビ
ー
チ
〞、
16
番
の
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

が
〝
オ
ー
ガ
ス
タ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〞
な
ど
を

模
し
て
い
ま
す
。

大
会
の
結
果
は
表
の
通
り
に
な
り
ま
し
た
。

10
月
14
日
、
岩
手
県
滝
沢
市
に
あ
る
「
メ

イ
プ
ル
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
に
て
、
総
勢

86
名
が
参
加
し
、
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、〝
急
造
に
名
門
な
し
〞
の

言
葉
を
守
っ
て
造
成
に
3
年
の
歳
月
を
か
け
、

1
9
8
7
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

設
計
者
は
、
ゴ
ル
フ
先
進
国
の
英
・
米
国
を

は
じ
め
、
世
界
各
国
の
名
門
コ
ー
ス
を
知
り

尽
く
し
て
い
る
金
田 

武
明
氏
。
世
界
中
の
コ

ー
ス
イ
メ
ー
ジ
が
随
所
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

お
り
、
自
然
の
地
形
と
樹
木
を
最
大
限
に
活

用
し
た
設
計
は
本
格
的
な
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ

ー
ス
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
85 

ha
の
面
積
に

広
が
る
コ
ー
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
世
界
の
名

今
回
の
記
念
旅
行
は
、
岩
手
と
青
森
を
3

日
間
か
け
て
巡
る
コ
ー
ス
で
し
た
。

初
日
は
、J
R
盛
岡
駅
か
ら
東
北
新
幹
線
に

て
一
路
新
青
森
駅
へ
。
そ
こ
か
ら
2
0
2
1

年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
三
内

丸
山
遺
跡
」、
青
森
の
伝
統
文
化
の
魅
力
を
伝

え
る
「
ね
ぶ
た
の
家
ワ
・
ラ
ッ
セ
」
を
訪
れ
、

絶
景
の
「
八
甲
田
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
」
で
紅
葉

を
楽
し
み
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
大
小
13
の
滝
や
変
化
に
富
ん

だ
渓
流
に
よ
る
景
観
が
人
気
の
「
奥
入
瀬
渓

流
」、
八
戸
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介
が

集
ま
る
「
八
食
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問
し
た
後

三
陸
鉄
道
の
久
慈
駅
へ
と
移
動
。N
H
K
朝

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』
で
注

目
を
集
め
た
三
陸
鉄
道
に
乗
車
し
、
語
り
部

の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
車
中
で
名
物
う
に

弁
当
他
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日

本
三
大
鍾
乳
洞
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
龍
泉
洞
」、

さ
な
が
ら
極
楽
浄
土
と
も
言
わ
れ
る
「
浄
土

ヶ
浜
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
日
本
で
も
数
少
な
い
鉄
に
関

す
る
博
物
館
「
鉄
の
歴
史
館
」
を
見
学
し
た

後
、
陸
前
高
田
市
に
あ
る
「
東
日
本
大
震
災

津
波
伝
承
館
・
奇
跡
の
一
本
松
」
を
訪
れ
ま

し
た
。
こ
の
施
設
は
、
東
日
本
大
震
災
津
波

の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
震
災
津
波

の
事
実
と
教
訓
を
後
世
に
伝
承
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
国
宝
・
重

要
文
化
財
の
「
中
尊
寺 

金
色
堂
」
を
訪
問
し
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

※一部会員提供写真

【個人成績】【単位会対抗戦】

順位 氏名 グロス HDCP ネット
1位 平間 克己（中部会） 91 22.8 68.2
2位 植田 良実（東北会） 81 10.8 70.2
3位 奥田 正雄（中国会） 77 6.0 71.0
4位 澤田 和夫（近畿会） 87 15.6 71.4
5位 芦田 勝博（近畿会） 80 8.4 71.6
6位 中津 清（四国会） 90 18.0 72.0
7位 石川 哲士（MJS） 97 24.0 73.0
8位 藤本 正義（四国会） 83 9.6 73.4
9位 甲斐 正信（九州会） 93 19.2 73.8

10位 小山 敏（近畿会） 86 12.0 74.0

順位 単位会 チームスコア

1位 近畿会 72.3
2位 中部会 72.9
3位 東北会 73.1
4位 四国会 73.3
5位 関東信越会 74.9
6位 中国会 75.4
7位 九州会 76.8
8位 沖縄会 78.4
9位 東京会 79.4

10位 北海道会 該当なし
11位 北陸会 該当なし

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
86
名

記
念
旅
行

参
加
者
54
名

1

1

23

5

26

37

48
1.江戸時代から知られている有名な「三内丸山遺跡」／
2.青森ねぶた祭が詳しく知れる「ねぶたの家ワ・ラッセ」
／ 3.八甲田山山頂からの絶景／ 4.「奥入瀬渓流」の穏
やかな景観／ 5.「三陸鉄道」からの眺め／ 6.三陸ジオ
パークの中心に位置する「浄土ヶ浜」／ 7.日本に伝わっ
てきた鉄の文化などを紹介する「鉄の歴史館」／ 8.「奇
跡の一本松」の見学模様

1.快晴の中、懇親ゴルフ大会
は行われました／ 2.個人優
勝を果たした平間 克己先生
のスピーチ／ 3.単位会優勝
を果たした近畿会を代表し、
植田 順先生がスピーチ

15 月刊税理士事務所CHANNEL
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